
「首都圏・関西圏を対象とした本県観光に対する意識調査」 
の結果がまとまりました。 

～新潟に「旅行に行きたい」と思う人が首都圏・関西圏ともに増加～ 
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１．調査概要  

（調査対象）首都圏（東京都、神奈川県）、関西圏（大阪府、兵庫県）在住の 18 才以上の男女 

（調査期間）①平成 27 年８月 31 日～９月１日 

②平成 28 年９月 13 日～９月 15 日 

（調査方法）インターネット調査 

（①②ともに、首都圏・関西圏各 1,000 サンプル、計 2,000 サンプル） 

 

２．調査結果のポイント（詳細については別紙参照）  

○ 本県に旅行に行きたいと思う人は、首都圏・関西圏ともに昨年から増加し、７割以上と 

なっている。 

最近５年間で本県に観光で訪れた人は、首都圏で３割程度、関西圏で２割弱となっているのに対して、 

本県へ旅行に行きたいか聞いたところ、｢ぜひ旅行に行きたいと思う｣又は｢やや旅行に行きたいと思う｣ 

と回答した人が、首都圏・関西圏ともに昨年から増加しており、首都圏で 78.6％（前年比＋2.0 ポイント）、 

関西圏で 71.2％（前年比＋4.3 ポイント）となっています。 

 

○ 本県のアンテナショップを訪れたことがある、又は知っている人は昨年から増加している。 

本県のアンテナショップに｢訪れたことがある｣又は｢知っている｣と回答した人は、首都圏(ネスパス) ・ 

関西圏(じょんのびにいがた)ともに昨年から増加しており、首都圏で 23.6％（前年比＋1.9 ポイント）、 

関西圏で 16.1％（前年比＋1.8 ポイント）となっています。 

 

３．首都圏・関西圏在住者の本県旅行の内容と本県観光に対する主な意識  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県報道資料 

本件についてのお問い合わせ先 

交流企画課 〔担当〕大田、高木 

（直通）025-280-5253 （内線）2801 

○ 本県へ訪れる目的 

本県を旅行した人及び旅行に行きたい人の目的は、首都圏・関西圏ともに、｢美味しいものを食べ

る｣｢温泉を楽しむ｣｢自然や風景を見てまわる｣の順に多くなっています。 

○ 本県への訪問エリア 

訪れたいエリアは、首都圏・関西圏ともに「佐渡」が最も高く、一方で、実際の旅行先は、首都圏

では｢湯沢・魚沼｣、関西圏では｢新潟・阿賀｣が最も多くなっています。 

○ 本県の主な観光ポイントの認知度・関心度 

首都圏及び関西圏で認知度・関心度ともに高い観光ポイントは、｢佐渡金山｣｢越後湯沢温泉｣｢尾瀬

国立公園｣｢長岡まつり花火大会｣｢妙高高原温泉郷（赤倉温泉）｣となっています。 


